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  【取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【学校教育目標】 

心豊かに 自ら考え行動できる児童の育成 
【めざす児童像】 自ら考え行動できる子 仲よく助け合う子 体をきたえ元気な子 

～かしこく・やさしく・元気よく～ 

【目標】 

〇体育の授業の運動量を増やし、体育が好きで運動に積極的に取り組む児童を育成する。 

〇ルールや場を工夫し、苦手な種目でも楽しみながら運動に参加する児童を育成する。 

〇新体力テストの合計記録のさらなるレベルアップを目指す。 

【本校の現状と課題】 

朝から運動場に出て元気よく遊ぶ児童が中学年に多くいる。また、体力つくりのイベント

に参加する児童が低学年に多い。一方で、高学年は朝や行間休みに外で遊ぶ児童が少なく、

体力つくりのイベントに積極的に参加する児童は低学年が多いが、高学年になると人数が減

り、活動に参加する児童が固定化されていることが現状と課題である。授業に対しては意欲

的に取り組む児童が多いが、できなかったり、苦手意識があったりすると練習に取り組めな

い児童もいる。 

① 「新体力テストの数値分析の結果」より 

〇男女とも２０メートルシャトルランの数値が県平均を下回っている。 

〇３、４、５年生の総合評価（Ａ＋Ｂ）－（Ｄ＋Ｅ）の数値がほぼプラス値であり、運動が

得意な児童が多い。一方で１、２年生は、ほぼマイナス値であり運動が苦手な児童が多い。 

② 「運動に対する意識・運動習慣」についての分析より 

〇比較的運動能力は高いが、授業等で運動の楽しさを味わえていない児童もいる。 

年間計画の工夫

運動の機会を増やすため
に、授業での運動量を確保
する。そのために、体育で
使用する環境・場を体育部
で準備し、十分な運動がで
きる時間を保障した年間計
画を実施している。また、
「わたしたちの体育」を活
用し、運動に対する場を子
どもたちと共有することで、
運動への積極性を高めたい。

運動意欲の向上

ボールが苦手な児童も
安心して外遊びに取り組
めるように、ドッジビー
を全クラスに常備したり、
低学年には、ソフトスポ
ンジボールを配布したり
する。また、跳び箱や
マット運動等では場の工
夫を行い、個人の技能に
あった練習ができる環境
を整えることで授業での
苦手意識を減らせるよう
にしたい。

体力つくりの工夫

体育委員会主催で、遊具を活
用した体力つくり「みなみっ子
SASUKE」と「ナワトビチャ
レンジ」を秋から冬にかけて行
う。また、体力つくりのイベン
トに高学年児童の参加を促すた
めに、ペア学年での参加を呼び
かける。みなみっ子SASUKE
の実施種目を増やすことで運動
に対する多様な感覚を身に付け
させたい。


